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　当日は、地元をはじめとして、町内外から約９０人の老若男女にご参加いただきました。皆さん、国
　吉城の意外な歴史驚きの様子でした。

　がっています…
　ドラマの影に隠れがちな国吉城、しかし城と城主たちは、茶々・初・江の三姉妹と多くの縁でつな

＊三姉妹が皆さんをお出迎え

　・国吉籠城戦の紙芝居もありました。 ・皆さん、勉強熱心に耳を傾けておられました。

　『お江の時代と国吉城』と題して、当資料館の大野学芸員の話術で会場は大盛り上がり。

発行・編集　　若狭国吉城歴史資料館

〒919-1132　福井県三方郡美浜町佐柿25－2

　平成23年(2011)2月27日(日)
　　第３回国吉城歴史講座『お江の時代と国吉城』開催！
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たくさんの皆さんが見学に見えています。

『朝倉氏遺跡を愛する会』

１０月 ３０日 朝倉氏遺跡を愛する会

１１月 ２０日 関西文化の日、無料開館
２１日 　　　　〃

１２月 １日
「若狭路からのお年玉」

１８日

２３日

１  月 ２４日 台湾・石門中学生来館

２  月 １６日 さわやか大学　勝山市

２７日 第３回国吉城歴史講座
 三姉妹ゆるキャラと紙芝居

３　月 ２６日 民話お話し会　交流会

*生涯学習講座の発表会＊
　モデルは受講生の皆さん、古い木造の
　エントランスホールが会場です。
　和の雰囲気で素敵です。

 ＊美浜中生と仲良く見学。

『民話お話し会　交流会』

『台湾・石門中学生　来館！』

＊県内で活動されている、読み聞かせグループの交流会です。

１０月末～３月までの主な団体のお客様

＊ボランティアガイドが活躍しました。

『リメイクきものファッシヨンショー』

テレビ取材、ＫＢＳ京都１月３日放送

リメイクきものファッションショー

第２回国吉城歴史講座、現地説明会

　２０１１年３月３１日現在
　　　　来館者数合計は
　

　　　　　　　７，２７０名
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 ・今年度発掘調査を実施した国吉城址本丸跡と青蓮寺谷の現地説明会です。
　 当日は雨まじりの天候の中、町内外より３５名の参加がありました。

☆すまいるＦカード☆
　『すまいるＦカード』を受付に提示していただくと、

　　入館料が通常の半額が 　になります。
　　※平成２３年４月１日～平成２４年３月末まで

☆若狭路ハイウェイキャンペーン☆

　　スタンプを押し、希望商品を記入してポストへ
　②リーフレットにある、特別優待券を受付に出していただくと、資料館
　　オリジナル絵葉書をプレゼント！

　スタンプラリーに参加して、若狭路の特産品などをもらっちゃおう！
　①リーフレットにある、スタンプラリー台紙（応募はがき）に２箇所で

キャンペーン期間＝２０１１年２月１日～５月１５日

平成22年(2010)12月23日第２回国吉城歴史講座　　
国吉城址史跡第11次調査　現地説明会　開催

☆☆☆お得な情報・・・ご存知ですか？☆☆☆

大人＝５０円　子ども＝無料
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《学芸員の作業室》

《つぶやき》

　当館のような小さな資料館は、展示できるモノや場に限りがあるものの、来館者アンケート
にあるような要望が直に反映できたり、皆さんに知ってほしい学芸員一押しの展示を差し込ん
だり、臨機応変に対応できるのが強みでもあるんです。

　＊ご案内・・・大河ドラマ関連のトピックス展『江の時代と国吉城』開催中！(放送終了まで)

　はじめに、３月１１日に発生した東日本大
地震では大地震と大津波でとても大きな被害
がありました。被災地の皆さんには一日も早
い復興を願い、お見舞い申し上げます。

　さて、この冬は記録的な大雪となりまし
た。　当資料館も、城山の麓ゆえ積雪が多
かったようです。毎日降り続く雪に、除雪機
がフル出動！　そんな雪の日にも見学者があ
り、昨年の冬よりも入館者増…これも『お
江』人気でしょうか？中には遠方より、うち
の資料館目当てに訪れる方も。素敵な出会い
を楽しみに、お待ちしていま
す。・・・・・・・・・・（恵）

　そんな中でも、今年度は当資料館ならではの企画展示やトピックス展示、歴史講座を開催す
ることができました。
　秋の町民文化祭に合わせて、来館者アンケートで「やってほしい展示」№１である、武具や
甲冑に関する企画展を開催しました。『佐田　田辺半太夫家所蔵の武具展』は、田辺家伝来の
甲冑２領を中心に、お預かりしている資料の中から選りすぐりの武具類を展示させていただき
ました。スペースの問題や展示ケースの不足もあって、十分な内容とはいえませんでしたが、
通常ならケース内で直に見ることができない品々を目前でご覧いただくなど、工夫しました。

　年が改まった平成２３年、福井も舞台となる大河ドラマ『江ー姫たちの戦国ー』が始まりま
した。国吉城は直接ドラマに登場しませんが、江ら浅井三姉妹が歩む歴史の中では、いろいろ
な場面にひょっこり登場します。そんなドラマの裏舞台というか、歴史の真実を知っていただ
きたくて、トピックス展『江の時代と国吉城』を始めたところ、最近の大河ブームの波に乗
り、入館者数は右肩上りの大当たり！（笑）国吉城歴史講座『お江の時代と国吉城』には、会
場となった学習室に入りきれない程のお客様に来ていただきました！

　…それでも、「国吉城は関係ないんでしょ？」とおっしゃる方もチラホラ。関係あるんです
よ！直接来なくても、同じ時代の同じ地域で、様々な繋がりがあるんですよ！そういう「歴史
の意外性」を、ぜひトピックス展でご覧いただきたいと思います。

企画展開催の裏側　　若狭国吉城歴史資料館も開館２年目が終わろうとしています。思えば、
開館２年目で少しは慣れてきたとはいえ、資料館運営、発掘調査、その他多くの仕事や調査研
究と、相変わらずドタバタの１年でした。

（4 ）


